
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

令和３年度 卒業証書授与式 

卒業おめでとうございます！ 

第５９期卒業生、５５名の卒業証書授与式を行いました。今年度も、卒業

生、保護者、教職員のみで執り行い、各クラスの代表生徒が卒業証書を受け

取りました。 

校長式辞では「皆さんは一人ひとりが大切な未来そのもの。私も飯南高校

でご縁を得た一人として本校を巣立っていく皆さんの創る未来を楽しみにし

ている。できることならこの島根で、あるいは飯南地域に戻り、共に地域の

未来を支えてほしい。卒業生の皆さんが元気に、それぞれが自分の色で輝き

力強く生きていくことを願っている。」とはなむけの言葉が贈られました。 

在校生代表送辞では、生徒会長の上田詩乃さんが、鵬雲祭の思い出を取り

上げ、「３年生の豊富なアイディアや強い団結力、進路に向けて忙しい中でも

全力で取り組む姿勢は、憧れであり次に受け継いでいく私たちの手本となる

もの。」と話していました。そして、「飯南高校の伝統を受け継ぎ、発展させ

るために力を尽くしていきたい。」と決意を表していました。   

卒業生代表答辞では、前生徒会長の藤原寿人さんが、生徒会主体の行事を

乗り切るごとに、「人と協働すること、支えや思いやりが素晴らしいことを改

めて感じた。」「挑戦することは勇気がいるが、挑戦してみて気づくことや得

るものが多くあった。」と話していました。仲間と過ごしたかけがえのない３

年間を振り返り、卒業する寂しさも感じるけれど、仲間の存在があることで

次への新しい一歩に繋がったという感謝の気持ちや、新しい世界への期待も

感じられた答辞でした。   

式後のホームルームでは、卒業生一人ひとりに担任から卒業証書が手渡さ

れました。生徒は一言ずつ高校生活での思い出や仲間へのメッセージを伝え、

涙あり、笑いありで、短時間でしたがとても濃い時間となりました。 

卒業生の皆さんが、新しい世界で大鵬となり羽ばたいていってくれること

を期待しています。 



中村のえる 

 

 

 

伊藤大翔 

 

 

 

谷口來樹・藤川直樹・藤原広都・淺原舜 

上田荘也・岡田綾菜・小野舞子・吉川奈津美 

黒川温美・駒木晴留・塚本真央・中村のえる 

藤原寿人・藤原菜月・安井花音・吉村星良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２２日の「竹島の日」を前に、竹島問題につ

いて学びました。 

１年生は竹島の概要と竹島問題について理解し、

２年生はこれまでの学習を踏まえ、最近の韓国の状

況と日本政府及び島根県の取組について学び、平和

的解決のために自分たちができることは何かを考え

ました。どのクラスもきちんと理解し、考えること

ができました。 

生徒からは、「日本だけの視点ではなく、韓国の視

点からも考えて、竹島問題をより深く学んでいきた

い。」「韓国の人達も、日本と同じように“竹島は韓

国のもの”として、それが当たり前のように学んで

きていると思うので、韓国側の事もしっかり学びた

いと思った。」「韓国の高校生と日本の高校生が話し

合ってみたらいいと思う。」「韓国と日本が賛成でき

る意見でなければ、解決するのは難しいと感じた。」

などの感想がありました。 

 卒業式前日、３年生を送る会を行いました。新型

コロナウイルス感染症対策のため、１・２年生は各

教室でリモート視聴となりました。ですが、生徒会

執行部のメンバーを中心に、どのクラスも３年生へ

の感謝の気持ちを伝えようと、この日のために準備

してきました。 

吹奏楽部からは演奏や先生方とのコラボレーショ

ン、それぞれ特色のある各クラスの出し物、生徒会

からは３年間の思い出写真や、夢や抱負と共に卒業

生一人ひとりが映る写真がスライドショーで流され

ました。転退任された先生方からも、心温まるメッ

セージをいただきありがとうございました。 

２人の生徒会副会長の挨拶では、「リモートでの開

催となったが、３年生を送る会を開き、感謝を伝え

ることができて本当によかった。」「３年生の絆とパ

ワーは最強！良い伝統を守り引き継いでいきたい。」

という気持ちが聞かれました。 

規模を縮小して行ったため、１・２年生は卒業式

に参加できませんでしたが、どのパフォーマンスも、

卒業生への思いが詰まった言葉や演出で、しっかり

と気持ちが伝わっていたと思います。 

 

 卒業式前日に、鵬雲会（卒業生会）入会式を行い

ました。第５９期生として、新たに５５名が鵬雲会

会員として入会しました。 

小野覺鵬雲会会長から「新型コロナウイルス感染

症が猛威を振るう中、非常に厳しい３年間を、皆さ

んの努力によって卒業まで迎えられたことに感銘を

受けている。思い出の一つ一つを大切にして、また

島根の地に帰ってきてほしい。これからの活躍を願

っている。」という言葉をいただくと共に、鵬雲会へ

の入会を心から歓迎してくださいました。そして、

卒業生に対して卒業記念品が贈呈されました。 

 

２０２２年２月をもって退職することになり

ました、魅力化コーディネーターの渡邊です。 

私が飯南高校に来た時、休校からのスタートで

した。様々な活動に制限がかかり、寂しかったの

を覚えています。それが今となっては、生徒のみ

なさんと学校の行事を楽しんだり、学校外のイベ

ントに参加したり、休憩時間に雑談をしたり…楽

しい日々を過ごさせてもらいました。何事にも全

力な皆さんと飯南生活を送ることができて、私に

とって刺激になりました。 

次の職は、私の高校時代には全く選択肢になか

ったＩＴ関係です。「ＩＴ関係」って、なんだか

かっこいいなと思ってしまいました。これからも

どんな心変わりがあるかは分かりませんが、ここ

での思い出や出会いだけはずっと大切にしてい

きたいと思います。２年間、ありがとうございま

した。 

韓国が李承晩ラインを宣言してから７０年になり

ます。竹島問題の早急な解決は難しいかもしれませ

んが、日本と韓国の真の友好関係を築くためには歴

史的事実や国際法に基づいた解決が必要です。これ

からも竹島問題に関心を持ち、正しく理解し、主張

をし続けましょう。 

板垣七海・伊藤大翔・栗原陽斗・福場彩加 

藤原広都・伊藤一晴・上田荘也・江藤萌琳 

吉川奈津美・細瑞希・森口慎太 

 

 

 

吾郷美晴 

 

 

 

上田荘也 

その後、卒業生代表として安井花音さんが「自分

で掴み、切り拓いたそれぞれの道に向かって新たな

一歩を踏み出していきます。」「今まで築き支えて来

られた飯南高校の名に恥じぬよう、活躍できるよう

努力し、母校の更なる 

発展のために力を尽く 

していきます。」と、 

決意を表明してくれ 

ました。 



 

第７１回全国高等学校スキー大会 

【女子大回転】１０１位 

【女子回転】 出場 

 ３月上旬、学校関係者評価委員会を開催

し、今年度の学校評価を終えました。 

今後本校ホームページに結果を掲載し

ますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾３月号 令和４年３月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

１３日（水）学習方法ガイダンス（１年生） 

２１日（木）ＰＴＡ評議員会・合同委員会 

 

＊令和４年度の年間行事予定は、４月８日の始業式の

日に配布します。年間行事予定は、今後変更になる

可能性があります。 

３月２７日（日）閉寮（正午～４／３正午） 

４月 ８日（金）始業式 新任式 

  ９日（土）出校日 入学式 入寮式 

１１日（月）振替休業日（４／９） 

１２日（火）新入生オリエンテーション 

 

昨年１２月、卒業生会報【鵬雲５０号】で一口千円の

会費納入についてお願いしていました。この会費は、会

報発刊にかかる経費を捻出することと、母校の魅力アッ

プ活動及び生徒勧誘活動の経費確保のために使わせてい

ただいております。会費の納入について、多くの皆様に

趣旨をご理解し、ご協力いただきましたこと衷心より厚

くお礼申し上げます。 

なお、諸般の事情で３月３１日を今年度の会費納入期

限としております。会費未納入の卒業生の皆様、何とぞ

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

【鵬雲会 事務局】まで 

お知らせください。 

会報と振込用紙を送付い 

たします。 

 

 

〒690－3401 島根県飯石郡飯南町野萱 800 

   電話：0854-76-2333 

FAX：0854-76-2344 

鵬雲会事務局（飯南高校内） 

 

鵬雲会より 卒業生の皆さまへ 卒業生以外の皆様で賛助会員として 

ご協力いただける方へ 

この短歌集には、毎年、小中

高生の最高学年の考えた短歌

を載せていただいています。 

今年も３年生が日常から感

じて 

『県外中学校出身者から

見た飯南町と飯南高校』 

じている想いや、卒業、進路に向けての想いを綴っ

ています。 


